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事業実施計画書

１ 助成金を受けて実施しようとする事業名

（名称）

２ 実施する活動の種類

該当に「○」

を付すこと
活 動 の 種 類

○
カーボン・オフセットイベント（その開催に伴って排出される温室効果ガス

排出量をオフセットするイベント・会議）の開催

カーボン・オフセット商品（製品の場合はその製造・使用・廃棄の過程で排

出される温室効果ガスの排出量、また、サービスの場合はその利用により排

出される温室効果ガスの排出量についてオフセットする商品）の開発

３ 取組み内容

(1) 概要

※ イベントの場合は、参加予定人数を必ず記載

イベントの名称：（名称）

主催：○○実行委員会

開催期日：平成２３年１２月○○日（日） １０：００～１６：３０

開催場所：○○会館

参加者数：約１,０００人

内容：地球温暖化防止月間である 12 月に開催し、地球温暖化防止に対する意識を高

めていただくために、環境イベントを実施する。

・ 小中学校生の環境学習活動発表会

・ ワークショップ

・ ○○○

(2)環境配慮の取組み

※ 電気、ガス、ガソリン等に由来する温室効果ガス排出を削減する取組み等

①温室効果ガス

排出につながる

事業活動での環

境配慮の取組み

・ 電気使用量の削減

イベント開催中・準備時の部分消灯により、電気の使用を減らす。

・ マイカー使用自粛

来場者・出展者に対し、来場の際のマイカー使用自粛について呼び

かける。（徒歩・自転車・公共交通機関の利用、マイカーの相乗りなど

を推奨）

・ ゴミの削減

マイボトル、マイバッグの使用、ゴミの分別（ﾘｻｲｸﾙ）を呼びかける。

②その他の環境

配慮の取組み

・ 前日の 12 月○日に、○○中学校生徒と実行委員会構成員が会場

付近及び国道○号の清掃活動を実施。

・ 当日は、○○小学校児童が手作りした省エネやゴミ削減を呼びかけ

るチラシを配布する。
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イベントガイドライン

基本的プロセス
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(3)オフセット量の算定

※(2)①のうち排出量を算定し、削減とオフセットに取り組む事業活動

①算定の範囲 ・ 電気使用量の削減

・ マイカー使用自粛

※(3)①の活動により、通常排出が予測される温室効果ガス排出量
事前

算定量(a) ６．９t- CO２

※上記(a)のうち、削減努力により削減する温室効果ガス排出量削減量

（予定量）

(b)
２．１t- CO２

※削減の取組みをしても排出される量(a-b)のうち、オフセットする量

②
算
定

オフセット量

（予定量）

(c)
１t- CO２ （(a-b) ４．８t- CO２）

(注) ②(a)～(c)は、算定の内訳を別に記すこと。

(4)予定するオフセットの方法（クレジットの調達方法）

※該当に○を付す 
クレジット

の種類 Ｊ－ＶＥＲ ・ 国内クレジット ・ グリーン電力証書 ・ その他（ ）
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

購
入
す
る
場
合

利用プロ

ジェクト

名称： （実際に予定しているプロジェクト名）

識別番号： （ 〃 プロジェクトの番号）

※自力での植栽など（県内に限る）
クレジットの購入

によらない場合 －

※クレジットの購入時期

オフセットの時期
平成２４年１月から３月を予定

※自己資金、参加者負担、価格上乗せ、募金 等

オフセットの原資
参加者の募金を充てる

(5)広報等

※カーボン・オフセットイベントまたは商品であることの告知方法

・ 参加者への事前周知：開催案内、募集チラシ（2000部）へ明記し、マイカー使用をしな
い来場を呼びかける。市内ケーブルテレビ・○○タウン情報誌での広告を行う際、同様

に呼びかける。

・ イベント当日の周知：受付で当日の交通手段を調査。環境に配慮した来場手段（マイカ

ー単独使用以外）の方に粗品を差し上げる。

・ オフセット・クレジットを購入するための募金を行うため、オフセットを啓発するパネ

ルの設置と、配布物（来場マップ）へのオフセット募金呼びかけの記載をする。（募金

協力者には景品を差し上げる）

・ 事前に、出展者・スタッフ等へカーボン・オフセットイベントの趣旨を説明し、電気使

用や自動車使用の削減に努めた運営への理解と、実施にむけた協力を得る。 
（照明の削減計画を事前に示す。出展者等にも相乗りなどを呼びかける）

４ 事業実施体制

○○市、○○市商工会議所、ＮＰＯ法人○○協議会で、○○実行委員会を組織し、事務局を

○○市環境課におく。

５ 他の助成金等の交付の状況

なし
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排出量の認識

削減が困難な部分

の排出量の把握

削減努力

埋合せ

（オフセット）

助成対象経費の取組み内容
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排出 CO2量の事前算定

（１） イベントのＣＯ２排出量

このイベントでは、電気の使用、自動車の使用などによるＣＯ２排出が見込まれる。

排出量 ６．９ｔ

※使用するＣＯ２排出係数＝０．４７４t-CO2/千 kwh

①電気の使用によるＣＯ２の排出量

・会場内照明 1kw×155 基×24 時間

・ロビー照明、外灯等 0.04kw× 85 基×6 時間

使用電力量

３７４０．４ｋｗ

ＣＯ２排出量

１．８ｔ

②来場時の自動車使用によるＣＯ２の排出量

・1000 人それぞれがマイカーで来場した場合

普通乗用車（ガソリン車・燃費 9.09km/l） 1000 台

平均移動距離 往復 20km と仮定

使用ガソリン量

２．２ｋｌ

ＣＯ２排出量

５．１ｔ

（２） ＣＯ２排出削減量

会場内の電気使用削減に努めるほか、来場者へマイカー使用自粛を呼びかけるなどして、ＣＯ２排出削減

に努める。

削減目標 ２．１ｔの削減

① 電気使用量の削減

イベント開催中・準備時の部分消灯により、照明による電気使用量の削減に取り組む。

開催中の部分消灯

・会場内照明 全１５５基（1 基あたり 1kw）

７７基を６．５時間消灯

削減電力量

５００．５ｋｗ

削減ＣＯ２量

０．２ｔ

開催準備・片付けでの部分消灯(計 17.5 時間)

・会場内照明１５５基（1 基あたり 1kw）

（日中）１１６基を１３時間消灯

（夕方以降）７７基を ４．５時間消灯

・ロビー照明、外灯等８５基（1 基あたり 0.04kw）

（夕方以降）すべてを４．５時間消灯

削減電力量

１８７４．９ｋｗ

削減ＣＯ２量

０．９ｔ

計
削減電力量

２３７５．４ｋｗ

削減ＣＯ２量

１．１ｔ

② マイカー使用自粛

来場者・出展者へ、来場の際のマイカー使用自粛を呼びかけ、マイカー使用の２０％削減を目指す。

マイカー使用自粛率 ２０％

(１０００人来場のうち２００人が取り組んだ場合)

削減ガソリン量

０．４ｋｌ

削減ＣＯ２量

１．０ｔ

マイカー使用自粛を呼びかけるため、自転車、徒歩、公共交通機関、マイカー相乗りで来場された方

には、環境配慮特典として景品を差し上げる。また、有料企画「○○○」では、参加料の割引きを行う。

③ ゴミの削減

マイボトル、マイバッグの使用、ゴミの分別（リサイクル）を呼びかける。

（３） カーボン・オフセット

上記の取組みで削減できないＣＯ２の排出は、Ｊ－ＶＥＲの購入を通じ相殺する。

ＳＴＥＰ３
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排出 CO2量の事後算定

（１）イベントのＣＯ２排出量

このイベントでは、電気の使用、自動車の使用などによりＣＯ２排出が見込まれた。

環境配慮の取組みを行わない場合、８．１ｔ-ＣＯ２の二酸化炭素の排出が仮定された。

＜仮定する排出量＞

目標策定時 ６．９ｔ-ＣＯ２

開催後 ８．２ｔ-ＣＯ２

※使用するＣＯ２排出係数＝０．４７４t-CO2/千 kwh

①電気の使用によるＣＯ２の排出量

使用電力量 ＣＯ２排出量

目標

策定時

・ 会場内照明

1kw×155 基×24 時間

・ ロビー照明、外灯等

0.04kw× 85 基×6 時間

３７４０．４ｋｗ １．８ｔ-ＣＯ２

開催後

・ 会場内照明

1kw×155 基×24 時間

・ ロビー照明、外灯等

0.04kw× 85 基×6 時間

３７４０．４ｋｗ １．８ｔ-ＣＯ２

②来場時の自動車使用によるＣＯ２の排出量

全来場者がそれぞれマイカーで来場した場合

・普通乗用車（ガソリン車・燃費 9.09km/l）、平均移動距離 往復 20km と仮定

使用ガソリン量 ＣＯ２排出量

目標

策定時

想定来場者数 1000 人

想定使用マイカー数1000 台
２．２ｋｌ ５．１ｔ-ＣＯ２

開催後
来場者数 1244 人

想定使用マイカー数1244 台
２．７kl ６．４ｔ-ＣＯ２

ＳＴＥＰ６
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（２）ＣＯ２排出削減の取組み

会場内の電気使用削減に努めるほか、来場者へマイカー使用自粛を呼びかけるなどして、ＣＯ２排出削減

に努めた。

＜ＣＯ２排出削減量＞

目標策定時 ２．１ｔ-ＣＯ２

実 績 ２．６ｔ-ＣＯ２

① 電気使用量の削減

イベント開催中・準備時の部分消灯により、照明による電気使用量の削減に取り組んだ。

削減電力量 削減ＣＯ２量

目標 ５００．５ｋｗ ０．２ｔ-ＣＯ２
開催中の部分消灯

実績※１ ５００．５kｗ ０．２ｔ-ＣＯ２

目標 １８７４．９kｗ ０．９ｔ-ＣＯ２開催準備・片付けでの

部分消灯 実績※１ １８７４．９kｗ ０．９ｔ-ＣＯ２

目標 ２３７５．４kｗ １．１ｔ-ＣＯ２
計

実績 ２３７５．４kｗ １．１ｔ-ＣＯ２

※１ 電気使用量削減実績の内訳

開催中の部分消灯

会場内照明
１５５基（1kw）のうちの７７基（約１／２）を６．５時間消灯

１０：００～１６：３０

ロビー照明、外灯等 （日中のため点灯せず。削減対象に含まず。）

開催準備・片付けでの部分消灯

１５５基（1kw）のうちの１１６基（約３／４）を１３時間消灯

（前日準備）９：００～２１：００まで（１２時間）

（当日準備）９：００～１０：００まで（１時間）
会場内照明

１５５基（1kw）のうちの７７基（約１／２）を４．５時間消灯

（当日片付け）１６：３０～２１：００まで

ロビー照明、外灯等

85 基（0.04kw）のすべてを４．５時間消灯

（当日片付け）１６：３０～２１：００まで

（上記時間以前は日中のため点灯せず。削減対象に含まず。）
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② マイカー使用自粛

来場の際のマイカー使用自粛を呼びかけ、マイカー使用を３３．９％削減した。

マイカー使用自粛に取組み、自転車、徒歩、公共交通機関、マイカー相乗りで来場された方には、環

境配慮特典として景品を進呈した。また、有料企画「○○○」では、参加料の割引きを行った。

使用ガソリン量

下段：対自粛０％

ＣＯ２排出量

下段：対自粛０％

目標

マイカー使用自粛率 ２０．０％

想定来場者数 1000 人

想定使用マイカー数 800 台

１．８kl

０．４ｋｌ削減

４．１ｔ-ＣＯ２
１．０ｔ-ＣＯ２削減

実績

マイカー使用自粛率 ３３．９％ ※２

来場者数 1244 人

マイカー使用自粛に取り組んだ方 422 人

使用マイカー数 946 台

２．１kl

０．７kl 削減

４．８ｔ-ＣＯ２
１．５ｔ-ＣＯ２削減

※２ 来場手段の内訳

来場手段内訳 人数
使用マイ

カー数

マイカー相乗り２人 120 60

マイカー相乗り３人 102 34

マイカー相乗り４人 68 17

マイカー相乗り５人以上 65 13

徒歩 36 －

自転車 30 －

公共交通機関 1 －

小 計 422 124

マイカー単独利用 822 822

合 計 1244 946

③ ゴミの削減

マイボトル、マイバッグの使用、ゴミの分別（リサイクル）を呼びかけた。

（３）カーボン・オフセット

上記の取組みで削減できないＣＯ２ ５．６ｔの排出は、その一部をＪ－ＶＥＲの購入を通じ相殺することとす

る。

＜ＣＯ２排出量＞

目標策定時 ４．８ｔ-ＣＯ２

実 績 ５．６ｔ-ＣＯ２


